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基幹バス運行ルート

千
葉
県
消
防
大
会
表
彰
者

も
う
付
け
ま
し
た
か
！
　

『
住
宅
用
火
災
警
報
器
』

　

長
年
に
渡
り
消
防
団
員
と
し
て
消
防

活
動
に
尽
力
し
、地
域
消
防
団
の
充
実
、

発
展
に
貢
献
さ
れ
た
方
々
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

消
防
庁
長
官　

永
年
勤
続
功
労
章

　

加
瀬　
　

静
（
蓮
沼
ロ
）

　

北
田　

康
晃
（
蓮
沼
平
）

　

藤
﨑　
　

功
（
松
尾
町
高
富
）

千
葉
県
知
事
　
永
年
勤
続
功
労
章

　

石
井　
　

孝
（
蓮
沼
ロ
）

　

山
﨑　
　

清
（
蓮
沼
ロ
）

日
本
消
防
協
会
長　

精
績
章

　

土
屋　

誠
司
（
島
）

　

佐
久
間
一
夫
（
大
木
）　

　

平
成
20
年
６
月
１
日
か
ら
、
一
般
の

住
宅
に
も
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

が
、
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
火
災
に
よ

り
発
生
す
る
煙
や
熱
を
感
知
し
、
警
報

す
る
も
の
で
す
。

　

特
に
住
宅
火
災
に
よ
り
死
に
至
っ
た

原
因
の
多
く
が
「
逃
げ
遅
れ
」
と
い
う

こ
と
か
ら
、
早
期
に
火
災
を
気
付
か
せ

る
重
要
な
機
能
を
備
え
て
い
ま
す
。

　

山
武
郡
市
内
の
普
及
率
は
54
．
８
％

で
す
（
平
成
22
年
12
月
現
在
）

み
な
さ
ん
の
大
切
な
生
命
や
財
産
を
守

る
た
め
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置

し
ま
し
ょ
う
。

【
設
置
場
所
】

①�

寝
室
、
寝
室
の
あ
る
階
の
階
段
上
部

（
屋
外
に
避
難
で
き
る
階
を
除
く
）

お
よ
び
台
所
。

②�

７
㎡
（
お
よ
そ
４
畳
半
）
以
上
の
居

室
が
５
部
屋
以
上
あ
る
階
の
廊
下
。

※
詳
し
い
情
報
は
総
務
省
消
防
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w
w
.fdm
a.go.jp/

「
生
活
密
着
情
報
→
住
宅
用
火
災
警
報

器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
」
で
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

　
　

山
武
郡
市
広
域
行
政
組
合
消
防
本

　

部
予
防
課　
　
　
　

☎
（52）
８
７
５
４

問
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中
下
北

中
根

広
根

木
刀

本
柏
上

五
反
田

下
町

和
田

山
武
成
東
イ
ン
タ
ー
入
口弓

手

日
向
駐
在
所

日
向
郵
便
局
前

山
武
中
学
校
入
口

大堤
田越

早船

早船南

千葉信金前

寺崎

富田協同館前
光明寺前

『
山
武
市
公
共
交
通
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
』

の
訂
正
と
お
詫
び

　

３
月
20
日
に
新
聞
折
込
に
て
配
布
い

た
し
ま
し
た
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
の
山
武
市

巡
回
バ
ス
時
刻
表
の
ル
ー
ト
名
に
次
の

と
お
り
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　

訂
正
し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　

誤
【
東
ル
ー
ト
左
回
り
】

　
　
　

→
正
【
北
ル
ー
ト
左
回
り
】

　
　

誤
【
東
ル
ー
ト
右
回
り
】

　
　
　

→
正
【
北
ル
ー
ト
右
回
り
】

　
　

誤
【
北
ル
ー
ト
左
回
り
】

　
　
　

→
正
【
東
ル
ー
ト
左
回
り
】

　
　

誤
【
北
ル
ー
ト
右
回
り
】

　
　
　

→
正
【
東
ル
ー
ト
右
回
り
】

※成東車庫〜早船南停留所の間は早船南津辺線を運行します




